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さ
ら
な
る
水
準
の
引
き
上
げ
」
を
基

本
的
な
条
件
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
の
、
現
在
の
財
政
赤
字
額
の
規
模

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
重
ね
て
町

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
産
業
経
済
、

福
祉
、
教
育
な
ど
、
多
く
の
団
体
の

皆
さ
ん
の
共
通
の
深
い
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
何
よ
り
不
可

欠
で
あ
り
最
も
大
切
で
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
て
、

極
め
て
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
職
員
の
退
職
不
補
充

な
ど
組
織
の
人
員
配
置
、
臨
時
職
員

の
賃
金
水
準
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
、
直
営
業
務
の
委
託
、
観
光
施

設
の
運
営
期
間
、
燃
料
費
、
委
託
料

等
の
積
算
単
価
及
び
長
期
継
続
契
約

制
度
の
活
用
な
ど
、
行
政
経
費
を
中

心
と
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経

費
の
縮
減
に
、
鋭
意
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

引
き
続
き
、
財
政
の
再
建
に
向
け

た
計
画
策
定
の
基
礎
と
な
る
数
多
く

の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
検
討
中

の
総
人
件
費
の
抑
制
、
平
成
18
年
度

決
算
見
込
み
を
踏
ま
え
た
歳
入
の
確

保
と
歳
出
の
削
減
対
策
な
ど
、
急
が

れ
る
行
財
政
改
革
検
討
項
目
の
具
体

化
に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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町
税
や
町
の
施
設
使
用
料
な
ど

町
が
独
自
で
調
達
す
る
お
金

地
方
交
付
税
や
国
・
道
支
出
金

な
ど
国
や
道
か
ら
町
に
入
っ
て

く
る
お
金

建
物
や
道
路
整
備
な
ど
の
公
共

事
業
費
で
、
そ
の
支
出
の
効
果

が
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る

も
の

議
会
議
員
や
教
育
委
員
会
等
の

各
種
委
員
報
酬
、手
当
や
町
長
、

町
職
員
の
給
与
な
ど

老
人
医
療
や
児
童
手
当
等
の
福

祉
事
業
に
充
て
ら
れ
る
お
金

建
設
事
業
等
を
行
う
た
め
に
借

入
れ
を
し
た
返
済
に
使
う
お
金

賃
金
、
旅
費
、
需
用
費
、
備
品

購
入
費
、
委
託
料
な
ど
行
政
経

費
に
使
う
お
金

町
内
の
産
業
経
済
団
体
等
の
事

務
事
業
に
助
成
す
る
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
等
へ
の
負
担
金

に
使
う
お
金




